
9月定例会

主主 なな 可可 決決 議議 案案

つがる市指定文化財
公孫樹（いちょう）
つがる市指定文化財
公孫樹（いちょう）

市内の紅葉スポットのひとつ、銀杏ヶ丘公園（木造地区）のいちょうの
樹は約330年前、津軽４代藩主政公によりお手植えされたものです。
現在幹の周囲約７ｍ、高さ約25ｍ。長く人々を見守り癒してきました。
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〇平成25年度一般会計補正予算額 ・・・・・・・・・・・・・・・

　補正後の予算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　・緊急雇用創出対策事業委託料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇平成25年度農業集落排水事業特別会計補正予算額 ・・・・

　補正後の予算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇平成25年度国民健康保険特別会計補正予算額 ・・・・・・・・

　補正後の予算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇平成25年度介護保険特別会計補正予算額 ・・・・・・・・・・・・

　補正後の予算額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10億5,957万3千円

 231億2,512万7千円

9,939万9千円

1,378万2千円

6億3,452万円

4,468万8千円

 54億4,061万4千円

1,010万8千円

42億4,382万8千円

（平成25年度つがる市一般会計・特別会計補正予算）（平成25年度つがる市一般会計・特別会計補正予算）

つがるの四季・秋つがるの四季・秋
　
平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
、

15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度
つ
が
る
市
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
、
平
成
25
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案

等
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
24
議
案
と
議
員
提
出
議
案
２
件
を

原
案
通
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
成
田
克
子
、
長
谷
川
榮
子
、
成
田
博
、
伊

藤
良
二
、
松
橋
勝
利
、
佐
々
木
直
光
、
野
呂
司
、
三
上
洋
議
員

の
８
名
が
登
壇
、
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
た
だ

し
ま
し
た
。

９月定例会の概要



　

９
月
議
会
で
は
平
成
24
年
度
各

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
全
議
員
に
よ
る
予
算
・
決

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し

ま
し
た
。　

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
総
計

決
算
に
お
け
る
歳
入
歳
出
差
引
額

は
６
億
６
千
２
８
４
万
２
千
３
９

６
円
で
し
た
。
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
べ
き
財
源
３
千
７
０
万
７
千
１

５
１
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

一
般
会
計
、
特
別
会
計 

本
年
度
も
共
に
黒
字

の
額
は
６
億
３
千
２
１
３
万
５
千

２
４
５
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
で
は

予
算
が
適
正
に
使
わ
れ
た
か
、
期

待
し
た
成
果
が
出
た
か
市
議
会
が

市
民
に
代
わ
っ
て
審
査
し
、
審
査

の
過
程
で
指
摘
し
た
事
務
の
改
善

点
や
次
年
度
予
算
編
成
へ
の
要
望

を
市
長
に
伝
え
ま
す
。

議
案
第
71
号

つ
が
る
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
延
滞
金
の
端
数
計
算
に
地
方
税

法
に
規
定
す
る
金
額
を
適
用
す
る

ほ
か
、
延
滞
金
の
割
合
に
特
例
措

置
を
講
ず
る
た
め
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
る
提
案
）

議
案
第
75
号

つ
が
る
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例（延
滞
金
の
割
合
に
特
例
措
置
を

講
ず
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

提
案
）

議
員
提
出
議
案

市
議
会
の
委
任
に
よ
る
市
長
の
専

決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て

（
市
長
に
お
い
て
専
決
処
分
す
る

こ
と
の
で
き
る
軽
易
な
事
項
に
つ

い
て
指
定
す
る
た
め
の
提
案
）

意
見
書

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め

る
意
見
書

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
可
決
し
、

内
閣
総
理
大
臣
は
じ
め
各
大
臣
あ

て
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

科　　目
決　　算　　額 歳入歳出

差 引 額歳　　入 歳　　出

一 般 会 計
円

23 ,569 ,431 , 031
円

23 ,102 ,803 , 478
円

466 ,627 , 553

特 別 会 計 11 ,599 ,124 , 492 11 ,402 , 909 , 649 196 ,214 , 843

農 業 集 落
排 水 事 業 608 ,834 ,222 608 ,650 , 767 183 ,455

公共下水道
事　　　業 612 ,874 ,385 611 ,039 , 903 1 ,834 , 482

国 民 健 康
保 険 5,518 ,816 , 679 5 ,333 , 137 , 659 185 ,679 , 020

後期高齢者
医　　　療 647 ,334 ,224 642 ,753 , 681 4 ,580 , 543

介 護 保 険 4,211 ,264 , 982 4 ,207 , 327 , 639 3 ,937 , 343

合　　計 35 ,168 ,555 , 523 34 ,505 , 713 , 127 662 ,842 , 396

23 年 度 37 ,093 ,610 , 387 36 ,472 , 186 , 372 621 ,424 , 015

比　　較 △1,925 ,054 , 864 △1 ,966 ,473 , 245 41 ,418 , 381

平成24年度 つがる市各会計歳入歳出決算

主
な
可
決
議
案

平
成
二
十
四
年
度 

各
会
計
決
算
を
認
定

数 字 で 見 る 市 の 財 政 健 全 度
財政力指数  0.23%（前年度比 横ばい）
自治体運営に必要な経費に対して自前の収入がいくら
あるかを示す数値で財政の豊かさを表す。１に近いほ
ど財政状況が良いとされ、１を超えると国からの地方
交付税が不要になるとされています。

経常収支比率  85.8%（前年度比 0.3ポイント下降）
財政構造の弾力性に関する指標で、この比率が高いほ
ど財政構造の硬直化が進んでいると言われ、80％を超
えると弾力性を失いつつあると考えられています。

将来負担比率  163.7%（前年度比 5.2ポイント下降）
一般会計が将来負担すべき実質的な負債を指標化した
もの。（早期健全化基準は350%です）

公債費比率  14.2%（前年度比 0.3ポイント下降）
公債費（市債の元金の返済や利子の支払い等）が一般
財源に占める割合で、おおむね10～15%の間に分布す
るのが通常とされています。

実質赤字比率
一般会計の赤字の程度を指標化したもの。
（早期健全化基準は12.87%です）

起債制限比率  11.7%（前年度比 0.3ポイント下降）
一般財源のうち地方債の返済に充てる割合をさしてお
り、15%を超えると要注意とされています。

連結実質赤字比率
地方公共団体すべての会計の赤字・黒字を合算して、
地方公共団体としての赤字の程度を指標化したもの。

（早期健全化基準は17.87%です。）

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は黒字のため、
ともに比率の値はないものです。

実質公債費比率  15.4%（前年度比 0.9ポイント下降）
一般会計が負担する公債費とこれに準じる額の大きさ
を数値にしたもの。（早期健全化基準は25％です）

2第37号−つがる市議会だより



本
市
の
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

の
該
当
者
は
何
名
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
該
当
者

は
３
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
ち
障
害
１
級
、
２
級
の
方
、
ま

た
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
ち
高
度
の
障
害
の

あ
る
方
、
介
護
保
険
制
度
の
中
で
要
介
護

５
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

福
祉
部
の
把
握
に
よ
る
と
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
両
下
肢
、
体
幹
移
動
機
能

障
害
１
級
、
２
級
の
方
が
４
１
３
人
、
介

護
保
険
の
要
介
護
５
の
方
は
２
２
０
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
要
介
護
５
の

方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
に
入
所
さ

れ
た
り
、
入
院
さ
れ
て
い
る
方
が
か
な
り

の
数
に
上
っ
て
お
り
、
郵
便
投
票
制
度
で

は
な
く
、
病
院
あ
る
い
は
施
設
で
実
施
す

る
不
在
者
投
票
を
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
戦
傷
病

者
手
帳
を
持
っ
て
両
下
肢
、
体
幹
障
害
の

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
数
名
と
な
っ
て
お

り
公
表
は
控
え
ま
す
。

　

過
去
の
公
職
選
挙
（
国
・
県
・
市
）

に
お
け
る
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
数
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

過
去
の
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
実
際
に

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
さ
れ
た
方

は
、
平
成
19
年
、
市
議
会
議
員
選
挙
43
人
、

同
じ
く
平
成
19
年
、
県
議
会
議
員
選
挙
９

人
、
平
成
23
年
、
県
知
事
選
挙
６
人
、
平

成
24
年
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
５
人
、
本

年
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
４
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
述
の
数
字
が
示
す
よ
う
に
重
度
の

障
害
者
の
方
々
の
選
挙
行
動
は
閉
塞

的
な
状
況
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
公
職

選
挙
法
と
身
体
障
害
者
福
祉
法
並
び
に

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
り
、
重
度
の

障
害
が
あ
る
方
は
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
認
め
ら
れ
、
国
政
に
参
加
す
る

権
利
が
守
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

手
続
き
が
煩
雑
す
ぎ
る
た
め
、
投
票
し
な

い
方
も
多
い
と
聞
く
。
手
続
き
の
流
れ
は
、

始
め
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
の
申
請

手
続
き
を
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
送
付
さ
れ
る
郵
便
等
投
票
証

明
書
に
署
名
、
添
付
し
て
投
票
用
紙
を
請

求
。
届
い
た
投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
記

入
し
、
投
票
用
封
筒
に
３
度
目
の
署
名
後
、

選
管
行
き
の
封
筒
に
入
れ
て
投
函
と
い
う

も
の
。
障
害
者
の
方
々
の
参
政
権
行
使
の

た
め
、
制
度
の
簡
略
化
が
な
さ
れ
る
よ
う

気
運
醸
成
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
の
考
え
を
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

障
害
者
の
郵
便
に
よ
る
投
票
の
手
続

き
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
は
ご
指
摘
の
と
お

り
で
あ
り
重
々
承
知
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
職
選
挙
法
に
の
っ
と

り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
法
を
改

正
し
な
い
限
り
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
に
は

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

つ
が
る
市
初
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

現
在
の
状
況
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

市
長

県
か
ら
の
紹
介
で
愛
媛
県
松
山
市
に

本
店
が
あ
る
株
式
会
社
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

を
誘
致
す
る
こ
の
計
画
は
、
市
内
を
中
心

と
し
た
地
域
雇
用
を
目
的
に
50
人
の
離
職

者
を
新
規
雇
用
す
る
も
の
で
す
。
初
年
度

は
国
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、「
つ
が
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
セ
ン

タ
ー
株
式
会
社
」
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で

す
。
業
務
は
、
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
業
界
等

の
企
業
と
業
務
提
携
し
、
情
報
提
供
や
宿

泊
施
設
の
予
約
受
付
等
が
主
な
も
の
で
す
。

誘
致
場
所
は
、
木
造
の
旧
弘
前
高
等
技
術

専
門
学
校
を
計
画
し
て
お
り
、
改
修
工
事

終
了
ま
で
は
柏
公
民
館
に
お
い
て
業
務
を

行
う
予
定
で
す
。
従
業
員
の
募
集
に
つ
い

て
は
９
月
４
日
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

人
を
開
始
し
て
お
り
、
新
聞
広
告
や
チ
ラ

シ
等
で
も
順
次
周
知
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

誘
致
し
た
企
業
は
数
年
で
撤
退
す
る

懸
念
は
な
い
の
か
。

経
済
部
長

こ
の
会
社
は
平
成
20
年
か
ら
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
各
地
に
開
設
し
、
閉
鎖
し
た

場
所
も
な
く
継
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
も
増
え
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
需
要
も
多
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員
の
行
政
視
察
の
際
に
、
担
当
課

の
職
員
も
同
行
し
、
一
緒
に
勉
強
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
自
己
決
定

と
自
己
責
任
の
原
則
に
基
づ
き
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
地
方
自
治
の
構
築
が
求
め

ら
れ
、
ま
た
、
議
会
に
お
い
て
も
地
域
住

民
の
多
様
な
意
思
を
反
映
し
た
政
策
提
案

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
あ
っ
て
、
地
域
の
住
民
福
祉
向
上

に
資
す
る
政
策
研
究
を
実
務
担
当
者
と
共

に
進
め
て
い
く
と
い
う
提
案
は
大
変
有
意

義
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
視

察
同
行
の
他
、
議
員
視
察
後
、
担
当
職
員

を
交
え
て
政
策
研
究
の
場
を
設
け
る
と
い

う
方
法
も
考
え
ら
れ
、
今
後
意
見
交
換
し

進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
装
置
設
置
補
助
金
の
市

民
の
申
し
込
み
は
何
件
か
。
ま
た
、

公
共
施
設
へ
の
設
置
状
況
は
。

総
務
部
長

８
月
ま
で
に
10
件
程
度
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
申
請
済
み
の
方
が
１
人
、
今

後
申
請
予
定
の
方
が
１
人
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
公
共
施
設
で
は
、
つ
が
る
市
農
産

物
直
売
所
（
柏
地
区
）
に
導
入
し
、
木
造

中
学
校
の
駐
輪
場
に
も
取
り
付
け
て
お
り

ま
す
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
風

力
そ
の
他
も
含
め
、
市
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

答

答

答

答

答

答

答

長谷川榮子
無所属

成田　克子
芳政会

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

・
行
政
視
察
に
お
け
る
担
当
職
員
の
同
行
に
つ
い
て

・
太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

・
障
害
の
あ
る
人
の
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

　
簡
略
化
に
つ
い
て  

一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい
問

問

問

問

問

問

問
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車
力
地
区
小
学
校
の
統
合
時
期
は
。

市
長

一
昨
年
か
ら
教
育
委
員
会
主
体
で
地

域
住
民
と
話
し
合
い
を
進
め
て
お
り
、
統

合
の
計
画
案
に
概
ね
賛
同
を
得
ら
れ
た
も

の
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
市
の
重
点
施
策

と
位
置
付
け
少
し
で
も
早
く
着
工
す
る
よ

う
関
係
部
局
へ
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
29
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
は
、
建
設
に
関
わ
る
調

査
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
ま
で
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
及
び
更
な
る
環
境
整
備
案
を
示
せ
。

教
育
部
長

現
時
点
で
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

で
す
が
、
本
年
度
内
で
地
質
調
査
を
行
い

26
年
度
中
に
施
設
全
体
の
基
本
設
計
、
実

施
設
計
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。
27
年

度
か
ら
本
格
的
に
工
事
に
着
手
し
、
校
舎

は
27
・
28
年
度
の
２
カ
年
の
継
続
事
業
と

し
、
屋
内
体
育
館
に
つ
い
て
は
28
年
度
で

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
29
年
４
月
に
開

校
。
同
年
度
内
に
、
現
施
設
の
解
体
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
、
外
構
工
事
を
経
て
、

統
合
事
業
を
完
了
す
る
と
い
う
計
画
内
容

で
す
。

　

他
に
環
境
整
備
と
し
て
、
学
校
プ
ー
ル

の
建
設
も
検
討
中
で
す
。
通
学
路
の
拡
幅

に
つ
い
て
は
建
設
部
と
連
携
し
、
出
来
る

限
り
地
域
住
民
の
不
安
を
解
消
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
営
桜
木
団
地
建
て
替
え
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

建
設
部
長

現
在
、
昨
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
予

算
で
敷
地
造
成
工
事
を
３
工
区
に
分
け
て

発
注
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
実

施
設
計
も
行
っ
て
お
り
、
建
築
確
認
の
承

認
後
、
住
宅
建
設
工
事
８
棟
33
戸
を
発
注

予
定
で
す
。
冬
期
の
工
事
で
も
あ
り
年
度

内
の
完
成
は
難
し
い
と
思
わ
れ
、
完
成
の

め
ど
は
来
年
５
月
頃
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
後
の
入
居
に
つ
い
て
は
、
移
転
入
居
者

23
戸
、
新
規
入
居
者
10
戸
で
６
月
を
め
ど

に
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

除
雪
の
準
備
体
制
は
万
全
か
。
特
に

通
学
路
の
安
全
確
保
を
強
く
要
望
す

る
。
ま
た
、
融
雪
溝
を
少
し
ず
つ
で
も
増

や
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

建
設
部
長

除
雪
が
始
ま
る
前
の
準
備
と
し
て
直

営
の
臨
時
除
雪
運
転
手
の
確
保
、
除
雪
機

械
の
整
備
、
防
雪
柵
の
設
置
、
排
雪
場
の

確
保
、
除
雪
委
託
業
者
の
決
定
等
を
行
い

ま
す
。
通
学
路
の
除
雪
は
事
故
防
止
の
観

点
か
ら
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
柏
、
稲
垣
、
車

力
各
地
区
に
臨
時
運
転
手
を
１
人
ず
つ
増

員
（
木
造
地
区
は
昨
年
増
員
）
し
、
通
学

に
支
障
が
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

融
雪
溝
の
設
置
に
つ
い
て
は
本
年
３
月

の
定
例
会
に
も
請
願
が
出
さ
れ
採
択
さ
れ

姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
締
結
年
、
現
状
と
成
果
を
伺
う
。

総
務
部
長

国
内
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
白

老
町
と
は
、
平
成
17
年
７
月
31
日
に
姉
妹

都
市
提
携
を
締
結
。
小
学
生
対
象
の
交
流

に
、
こ
れ
ま
で
両
市
町
合
わ
せ
て
５
０
０

人
余
り
が
参
加
。
互
い
の
歴
史
や
文
化
を

学
ぶ
こ
と
で
相
互
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、

団
体
行
動
を
通
じ
て
思
い
や
り
の
心
を
育

む
な
ど
を
目
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
し

た
。
加
え
て
、
両
市
町
の
特
産
物
の
即
売

会
を
開
催
す
る
な
ど
経
済
交
流
も
継
続
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
柏
市
と
は
、
平
成

17
年
７
月
23
日
に
、
ふ
る
さ
と
交
流
都
市

提
携
を
締
結
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
相
互
参

加
、
柏
市
ま
つ
り
や
道
の
駅
で
の
特
産
品

販
売
等
の
経
済
交
流
の
他
、
今
年
度
は
Ｊ

リ
ー
グ
柏
レ
イ
ソ
ル
の
試
合
観
戦
も
実
施

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
ち
視

野
を
広
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

国
外
交
流
で
は
米
国
メ
ー
ン
州
バ
ス
市

と
平
成
18
年
７
月
６
日
に
姉
妹
都
市
宣
言

書
に
調
印
し
、
こ
れ
ま
で
２
４
０
人
が
相

互
訪
問
。
豊
か
な
国
際
感
覚
を
養
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
旧
車
力
村
と
バ
ス
市
の

姉
妹
提
携
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
で
あ
り

バ
ス
市
最
大
の
ヘ
リ
テ
―
ジ
祭
で
本
市
を

Ｐ
Ｒ
し
交
流
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
い

ず
れ
の
市
町
と
の
交
流
も
人
材
育
成
に
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
際
、
整
備
を
進

め
て
い
く
た
め
の
年
次
計
画
を
策
定
し
て

事
業
実
施
す
る
よ
う
意
見
が
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
側
溝
整
備
同
様
、
国

の
補
助
事
業
で
行
え
る
よ
う
年
次
計
画
を

作
成
し
、
冬
期
間
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安

心
を
図
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。少

子
化
対
策
と
し
て
の
子
育
て
支
援

方
策
に
つ
い
て
担
当
部
の
考
え
を
問

う
。
ま
た
、
計
画
に
は
女
性
の
声
を
大
き

く
反
映
す
べ
し
。

福
祉
部
長

昨
年
８
月
に
子
ど
も
・
子
育
て
関
連

三
法
が
成
立
し
平
成
27
年
度
か
ら
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
つ
が
る
市

に
お
い
て
も
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
平
成
26
年
度
中
に
策
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
策
定
に
向

け
、
本
年
度
は
保
育
所
等
に
入
所
し
て
い

る
幼
児
の
保
護
者
や
、
今
後
入
所
を
予
定

し
て
い
る
保
護
者
あ
る
い
は
就
学
児
童
の

保
護
者
を
対
象
に
生
活
実
態
、
子
育
て
や

教
育
に
関
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
し
な
が
ら
、

つ
が
る
市
と
し
て
も
、
よ
り
よ
い
子
育
て

支
援
策
を
打
ち
出
し
、
前
述
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

策
定
委
員
会
に
は
女
性
を
多
く
登
用
し

議
論
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

伊藤　良二
芳政会

成田　博
五和会

・
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

・
除
雪
対
策
に
つ
い
て

・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
　
他

・
車
力
地
区
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

・
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て

一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい
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成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
平
成
24
年
度
の

年
間
外
来
者
数
と
１
日
あ
た
り
の
患

者
数
は
。
ま
た
、
つ
が
る
市
民
診
療
所
で
は

救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
る
の
か
。

総
務
部
長

平
成
24
年
度
の
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
数
は
、
外
来
患
者
数
が
年
間
で
５
万

５
千
５
９
１
人
で
、
１
日
平
均
で
２
２
７
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

救
急
車
の
受
け
入
れ
で
す
が
、
つ
が
る
市

民
診
療
所
は
入
院
病
棟
が
な
い
こ
と
か
ら
、

重
症
患
者
等
の
救
急
搬
入
は
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
つ
が
る
総
合
病
院
、
鰺
ヶ
沢

病
院
、
金
木
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

成
人
病
セ
ン
タ
ー
並
み
の
患
者
数
が

あ
っ
た
場
合
、
対
応
は
可
能
な
の
か
。

市
長

現
在
、
広
域
連
合
に
お
い
て
医
師
派

遣
に
つ
い
て
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

と
の
調
整
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

市
と
し
て
も
広
域
連
合
と
連
携
し
、
市
民
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
診
療
所
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

総
務
部
長

市
民
診
療
所
の
開
業
後
は
患
者
さ
ん

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
核
病
院
へ
の
紹
介

が
行
わ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
患
者
数
の
若

干
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
再
三
の
要
望
の

結
果
、
常
勤
医
師
の
他
に
週
２
回
か
ら
３
回

程
度
の
非
常
勤
医
師
を
見
込
む
こ
と
か
ら
、

常
勤
換
算
で
３
人
体
制
ま
で
も
っ
て
い
く
よ

う
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

午
後
も
診
療
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

利
用
者
の
利
便
性
も
向
上
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

看
護
師
や
検
査
技
師
の
体
制
は
。
ま

た
、
調
剤
薬
局
は
で
き
る
の
か
。

総
務
部
長

広
域
連
合
で
は
、
外
来
患
者
数
の
見

込
み
に
基
づ
き
、
看
護
師
は
常
勤
４
人
、
非

常
勤
６
人
の
計
10
人
、
検
査
技
師
と
放
射
線

技
師
が
そ
れ
ぞ
れ
２
人
、
事
務
員
５
人
の
配

置
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
薬
剤
師

に
つ
い
て
で
す
が
、
薬
は
全
て
院
外
処
方
と

な
る
も
の
の
、
医
師
が
常
勤
換
算
で
３
人
に

な
っ
た
場
合
は
薬
剤
師
の
配
置
が
必
要
と
い

う
法
令
に
の
っ
と
り
、
１
人
を
配
置
す
る
考

え
と
の
こ
と
で
す
。

　

調
剤
薬
局
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
付
近
に

２
ヵ
所
開
業
の
動
き
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。診

療
所
の
出
入
口
付
近
が
交
差
点
で

あ
る
が
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

診
療
所
の
後
方
に
出
る
道
路
（
東
北

農
政
局
津
軽
農
業
水
利
事
務
所
が
あ
る
方
）

を
拡
幅
す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
自

動
車
で
来
院
し
た
方
に
は
で
き
る
だ
け
そ
ち

ら
の
方
に
出
て
い
た
だ
き
、
車
の
流
れ
を
ス

ム
ー
ズ
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
が
る
警
察
署
新
築
の
計
画
が
あ
る
と
聞

く
が
ど
の
程
度
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

市
長

県
議
会
文
教
公
安
委
員
会
の
方
針
に
よ
れ

ば
、
つ
が
る
警
察
署
は
施
設
の
老
朽
化
と
狭
隘

度
（
き
ょ
う
あ
い
ど
）
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
整
備
計
画
を
検
討
し
て
い

く
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
市

と
し
て
も
、
つ
が
る
警
察
署
と
連
携
し
、
な
る

べ
く
早
め
て
も
ら
う
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
内
の
新
規
就
農
者
数
及
び
新
規
就
農
後

の
離
農
者
数
を
と
ら
え
て
い
る
も
の
か
。

新
規
就
農
者
へ
は
、
市
独
自
の
支
援
と
と
も
に

農
業
関
係
事
業
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

経
済
部
長

新
規
就
農
者
数
は
、
平
成
23
年
度
５
人
、

24
年
度
10
人
、
25
年
度
は
現
在
の
と
こ
ろ
12
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
の
離
農
者
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
独
自
の
支
援
と
し
て
は
、
団
体
、
営
農
組

合
に
対
す
る
補
助
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

各
種
事
業
に
新
規
就
農
者
が
参
加
で
き
る
よ
う

情
報
等
を
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
親
族
に
よ
る
農
業
後

継
者
だ
け
で
は
農
業
、
農
地
を
守
っ
て
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
市
の
考

え
を
問
う
。

経
済
部
長

将
来
的
に
は
農
協
、
土
地
改
良
区
、
農
業

団
体
に
よ
る
第
３
セ
ク
タ
ー
の
設
立
が
必
要
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
水
田
は
点
在
状
態
で
あ

り
、
大
規
模
農
家
も
農
地
取
得
の
限
界
、
集
落

営
農
に
も
大
規
模
農
家
は
参
入
で
き
な
い
な
ど

現
状
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
は
農
業
団
体
な
り

農
協
が
中
心
と
な
っ
て
水
田
管
理
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
す
ぐ
に
計
画
の

策
定
は
難
し
い
で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
見
据
え
総

合
的
な
農
業
振
興
の
体
系
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
、
条
例
の
制
定
も
含
め
来
年
度

か
ら
十
分
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
制
度
の
「
要
支
援
」
部
分
に
つ
い
て

市
町
村
事
業
へ
移
管
の
案
が
出
さ
れ
た

が
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
利
用
料
金
の
増
加
及

び
市
の
財
政
へ
の
影
響
な
ど
を
ど
う
と
ら
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
市
町
村
に
移
行
に
な
っ
た
場

合
、
要
支
援
部
分
に
も
っ
と
予
算
を
つ
け
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
介
護
保
険
や
医
療
保
険
の
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長

市
町
村
に
事
業
が
移
管
さ
れ
て
も
国
、
県

の
負
担
割
合
に
変
更
が
な
け
れ
ば
市
財
政
へ
の

影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
時

点
で
は
、
大
臣
が
負
担
割
合
は
現
状
の
ま
ま
と

の
認
識
を
示
し
て
お
り
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
も

影
響
な
く
継
続
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
施
策
を
検
討

し
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

要
支
援
の
方
々
が
介
護
に
移
行
し
な
い
よ
う

対
策
を
と
る
事
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
幸
い
、
当
市
は
保
健
師
数
も
多

く
、
経
験
豊
か
な
保
健
師
が
回
想
法
（
数
人
で

昔
の
思
い
出
を
話
し
な
が
ら
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
方
法
）
と
い
っ
た
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
特
色
あ
る
活
動
で
介
護
予
防
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐々木直光
五和会

松橋　勝利
無所属

・
つ
が
る
警
察
署
の
新
築
に
つ
い
て

 

・
新
規
就
農
者
対
策
に
つ
い
て

 

・
介
護
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て  

他

一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい

・
つ
が
る
市
民
診
療
所
の
運
営
に
つ
い
て

答答

答

答 問問

問

問

答

答答

答答 問

問問

問

※狭隘とは…面積が狭くゆとりがないこと。
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カ
ラ
ス
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
内
訳
、
農
作
物
や
人
及
び
工
作

物
等
の
被
害
状
況
、
猿
出
没
時
の
緊
急
広
報
件

数
、
猟
友
会
等
へ
の
依
頼
件
数
等
を
問
う
。
ま

た
、
被
害
の
予
防
策
は
。

経
済
部
長

８
月
末
現
在
の
市
民
か
ら
の
依
頼
件
数

と
捕
獲
数
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が
依
頼
40
件
で
捕

獲
13
件
、
タ
ヌ
キ
が
依
頼
５
件
で
捕
獲
も
５
件
。

ア
ナ
グ
マ
、
蛇
が
各
１
件
で
と
も
に
捕
獲
。
猿

に
つ
い
て
は
依
頼
10
件
で
捕
獲
は
な
し
で
す
。

猟
友
会
へ
の
依
頼
は
カ
ラ
ス
な
ど
９
件
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
市
の
職
員
も
２
ヶ
月
で
57
回
出

動
し
て
お
り
ま
す
。
被
害
件
数
は
40
件
と
昨
年

よ
り
２
倍
強
増
加
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
ア

ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
ス
イ
カ
の
食
害
で
す
。

　

市
で
は
箱
わ
な
を
貸
し
出
し
て
捕
獲
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
猿
に
よ
る
被
害
は
ま
だ
出
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
防
災
無
線
を
活
用
し
て
注
意
を

呼
び
掛
け
て
お
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
は
職
員
に
よ
る
対
応
で
は

限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
講
習
会
で
市

民
の
知
識
、
意
識
を
向
上
さ
せ
る
等
、
地
域
ぐ

る
み
の
対
応
が
必
要
か
と
思
う
が
今
後
の
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

経
済
部
長

来
年
度
以
降
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
各

団
体
に
配
布
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
猿
に
つ
い

て
は
関
係
者
と
の
連
携
を
密
に
す
る
方
針
を
考

え
る
た
め
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
進
め
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。

上
水
道
の
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

民
生
部
長

上
水
道
の
整
備
は
平
成
30
年
度
の
竣
工
を

目
指
し
て
お
り
、
本
年
度
末
の
進
捗
率
は
60
・
６

％
に
な
る
見
込
み
で
、
ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
工
事
は
送
水
管

の
布
設
（
全
体
の
73
％
）
配
水
管
の
布
設
（
76

％
）
で
今
後
は
受
水
池
・
配
水
池
な
ど
主
要
施

設
の
建
設
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
菰
槌
・
館

岡
等
の
水
道
未
普
及
地
域
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
配
水
管
等
を
布
設
し
な
が
ら
、
当

初
計
画
ど
お
り
平
成
31
年
か
ら
給
水
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
整
備
計
画
短
縮
効
果
が
望
め
る
と

い
う
こ
と
で
要
望
し
て
き
た
県
道
米
山
菖
蒲
川

線
の
岩
木
川
保
安
橋
架
け
替
え
工
事
は
、
現
在
、

河
川
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
26
・
27

年
度
で
橋
の
下
部
工
、
28
年
度
か
ら
上
部
工
を

実
施
し
30
年
秋
に
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

館
岡
地
区
及
び
未
着
工
地
区
の
下
水
道
事

業
の
今
後
は
。

建
設
部
長

汚
水
処
理
構
想
で
は
館
岡
、
大
湯
町
、
菰

槌
の
３
地
区
を
１
つ
の
処
理
区
と
し
て
計
画
さ

れ
て
お
り
、
都
市
計
画
区
域
外
で
あ
り
人
口
１

千
人
以
上
の
地
区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
期
着
工
の
地
区
に
つ
い

て
は
財
政
状
況
や
下
水
道
加
入
率
の
見
込
み
を

考
慮
し
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
建
設
や
維
持
管
理
に
大
き

な
費
用
が
か
か
る
。
財
政
負
担
を
考
慮
し

先
延
ば
し
に
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
。
財
政

当
局
の
考
え
を
問
う
。

財
政
部
長

財
政
負
担
が
あ
る
も
の
で
も
早
急
な
整

備
が
必
要
な
事
業
は
行
い
ま
す
。
た
だ
起
債
の

償
還
時
に
ど
の
よ
う
な
財
政
負
担
と
な
る
の
か

先
々
の
影
響
を
評
価
し
、
判
断
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

つ
が
る
市
誕
生
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
計
画
は
あ
る
か
。

　
　

市
長

記
念
事
業
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中

で
あ
り
、
今
年
度
中
に
は
計
画
を
ま
と
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
市
の
魅

力
を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
で
き
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
れ
る
事
業
、
市
の
一
体
感
の
醸
成

や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
、

旧
町
村
地
域
の
歴
史
や
特
性
を
再
認
識
で

き
る
事
業
な
ど
を
柱
に
、
現
在
各
部
局
に

お
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
と
な
る
標

語
を
小
中
高
校
生
か
ら
公
募
す
る
な

ど
、
市
民
と
一
体
と
な
る
よ
う
な
も
の
に

し
て
は
ど
う
か
。

市
長

記
念
事
業
は
、
で
き
る
だ
け
市
民
に

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
ご
提
案
の
イ
ベ
ン
ト
テ

ー
マ
の
公
募
に
つ
い
て
も
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

全
国
各
地
に
存
在
す
る
ひ
ら
が
な
名

の
市
町
村
に
よ
る
「
ひ
ら
が
な
市
町

村
サ
ミ
ッ
ト
」
な
る
も
の
を
開
催
す
る
な

ど
、
日
本
全
国
を
巻
き
込
ん
だ
記
念
事
業

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

ひ
ら
が
な
名
の
市
町
は
現
在
全
国
に

48
あ
り
、
過
去
に
９
自
治
体
が
集
ま
っ
て

ひ
ら
が
な
市
町
村
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た

実
例
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
が
る
市
の
10
周

年
記
念
事
業
の
目
的
が
、
市
の
名
称
を
広

く
知
ら
し
め
る
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

い
っ
た
こ
と
で
す
の
で
、
ご
提
案
の
サ
ミ

ッ
ト
も
含
め
有
効
な
方
策
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

10
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
過
去
を

検
証
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
行
政
運

営
を
し
て
い
く
の
か
。

市
長

合
併
当
初
か
ら
「
新
田
の
歴
史
が
彩

る
日
本
の
ふ
る
さ
と
」
を
基
本
理
念
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
農
産
物
の

貯
蔵
設
備
や
直
売
所
の
整
備
、
学
校
統
合

や
校
舎
建
設
な
ど
教
育
環
境
の
向
上
、
住

宅
や
健
康
増
進
施
設
の
整
備
、
ま
た
、
こ

ど
も
医
療
費
全
額
助
成
や
胃
ガ
ン
撲
滅
検

診
事
業
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
、

事
務
事
業
・
組
織
機
構
の
見
直
し
、
定
員

適
正
化
計
画
の
実
施
、
公
共
施
設
の
統
廃

合
や
民
営
化
な
ど
に
よ
り
行
財
政
改
革

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
子
高
齢
化
や
地
方
分
権
、
環
境
問

題
、
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
の
終

了
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

節
目
の
年
を
新
た
な
飛
躍
の
年
と
位
置
付

け
、
市
の
将
来
を
見
据
え
た
事
業
を
今
後

も
展
開
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生

活
し
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

三上　洋
芳政会

野呂　司
芳政会

・
つ
が
る
市
10
周
年
記
念
事
業
及
び
10
年
間
の

　
検
証
と
未
来
へ
の
希
望
に
つ
い
て

・
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
つ
い
て

・
上
下
水
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい
答答

答答

答 問問

問問

問

答答

答

答 問問

問

問
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今
定
例
会
で
は
伊
藤
良
二
議

員
に
よ
る
総
括
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

①
平
成
24
年
度
決
算
の
健
全

化
判
断
比
率
と
各
財
政
指
標
②

平
成
25
年
度
予
算
の
公
債
費
残

高
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基

金
の
額
及
び
各
基
金
の
総
額
③

今
後
の
財
政
見
通
し
等
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
財
政
部
長
か
ら
、

25
年
度
の
公
債
費
残
高
に
つ
い

て
は
、
１
億
２
千
万
円
ほ
ど
補

正
さ
れ
４
６
２
億
３
千
７
０
０

万
円
と
な
る
見
込
み
。
基
金
に

つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
が

５
億
７
千
７
３
７
万
９
千
円
追

加
補
正
さ
れ
22
億
３
千
５
４
５

万
５
千
円
、
減
債
基
金
は
、
２

億
２
千
万
円
追
加
補
正
さ
れ
16

億
８
千
８
７
３
万
８
千
円
に
な

る
見
込
み
。　

　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
普
通
交
付
税

が
減
ら
さ
れ
、
そ
の
５
年
後
に

は
24
億
円
ほ
ど
減
額
に
な
る
こ

と
が
明
ら
か
な
た
め
減
額
分
に

は
前
述
の
２
基
金
で
対
応
す
る

も
の
で
あ
り
、
更
な
る
積
み
増

し
を
考
え
て
い
る
。
歳
入
確
保

に
万
全
を
期
す
が
歳
出
も
削
減

し
、
後
の
世
代
に
大
き
な
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
、
身
の
丈
に

合
っ
た
予
算
規
模
で
堅
実
な
財

政
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
に
努

力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て

い
る
等
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

①
の
質
問
に
つ
い
て
は
２
頁
参

照
。

議
案
第
77
号

平
成
25
年
度
つ
が
る
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

松
橋　

勝
利 

委
員

固
定
資
産
税
の
過
誤
納
付

還
付
金
の
最
高
額
は
。
ま
た
、

還
付
の
利
息
は
何
％
か
。

財
政
部
長

還
付
額
の
幅
は
１
万
円
台

か
ら
88
万
円
台
ま
で
あ
る
。
利

息
に
つ
い
て
だ
が
、
過
去
５
年

分
に
つ
い
て
は
、
法
定
の
４
・

３
％
、
４
・
５
％
、
４
・
７
％

の
３
種
類
で
計
算
し
て
い
る
。

５
年
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は

民
法
に
規
定
し
て
い
る
５
％
を

一
律
に
採
用
し
て
い
る
。

松
橋　

勝
利 

委
員

今
回
の
誘
致
企
業
に
関
わ

る
緊
急
雇
用
補
助
金
の
内
訳
は
。

経
済
部
長

主
な
内
訳
は
、
人
件
費
が

総
額
５
千
万
円
程
。
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス
料

や
、
机
等
の
リ
ー
ス
料
が
４
千

２
０
０
万
円
程
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
補
正
は
３
月
ま
で
の
分

で
あ
り
、
４
月
か
ら
９
月
分
ま

で
を
新
年
度
予
算
で
計
上
の
予

定
。

佐
藤　

孝
志 

委
員

ぎ
ん
な
ん
荘
の
指
定
管
理

に
向
け
た
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

福
祉
部
長

募
集
要
項
を
８
月
中
に
配

布
し
、
９
月
10
日
、
現
地
説
明

会
を
開
催
し
た
。
今
後
、
質
問

の
受
理
・
回
答
を
得
て
、
申
請

の
受
け
付
け
は
10
月
下
旬
と
な

る
。
11
月
上
旬
に
選
定
委
員
会

を
経
て
決
定
さ
れ
、
市
長
の
決

裁
後
12
月
議
会
に
上
程
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

佐
藤　

孝
志 

委
員

ぎ
ん
な
ん
荘
指
定
管
理
者

の
応
募
資
格
に
つ
い
て
、
法
人

格
の
要
、
不
要
の
規
定
は
。
ま

た
、
管
理
期
間
は
何
年
と
考
え

て
い
る
か
。
入
所
の
合
否
は
指

定
管
理
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
の

方
法
で
行
わ
れ
る
の
か
。

福
祉
部
長

応
募
資
格
は
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
で
、

入
所
系
の
老
人
福
祉
施
設
の
運

営
実
績
が
あ
る
こ
と
と
限
定
し

て
い
る
。
理
由
と
し
て
、
お
年

寄
り
が
、
ぎ
ん
な
ん
荘
（
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
か
ら
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
移
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、
前
述

の
条
件
の
施
設
で
あ
れ
ば
、
流

れ
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
り
、
ま
た
、

有
資
格
職
員
も
多
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
定

め
た
も
の
。

　

指
定
管
理
期
間
は
３
年
を
予

定
し
て
い
る
。

　

入
所
の
合
否
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
判
定
委
員
会

で
決
定
さ
れ
る
。

佐
藤　

孝
志 

委
員

森
田
中
学
校
へ
の
道
路
改

良
と
し
て
当
初
予
算
に
１
千
１

５
０
万
円
を
追
加
計
上
し
た
工

事
の
内
容
は
。
ま
た
、
こ
の
坂

道
下
の
民
家
が
、
集
中
豪
雨
時
、

側
溝
幅
が
狭
い
こ
と
も
あ
っ
て

た
び
た
び
床
下
浸
水
に
な
っ
て

い
る
。
今
回
の
工
事
に
合
わ
せ

対
策
を
望
む
が
ど
う
か
。

建
設
部
次
長

工
事
の
概
要
は
、
こ
の
道

路
が
急
こ
う
配
の
た
め
、
特
に

冬
期
間
、
滑
り
や
す
い
こ
と
か

ら
、
融
雪
施
設
を
施
工
す
る
も

の
。
今
回
は
地
熱
を
利
用
し
た

も
の
を
採
用
。
施
工
費
用
は
高

額
と
な
る
が
、
電
気
代
、
ポ
ン

プ
修
理
費
等
が
発
生
し
な
い
こ

と
か
ら
維
持
費
が
一
切
か
か
ら

な
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

　

当
該
民
家
の
床
下
浸
水
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
る
。
県
道

か
ら
中
学
校
へ
の
進
入
路
部
分

を
今
回
の
工
事
で
全
て
グ
レ
ー

チ
ン
グ
に
取
り
換
え
る
こ
と
で

県
と
協
議
し
て
い
る
。

長
谷
川
榮
子 

委
員

今
回
の
誘
致
企
業
に
つ
い

て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
現
在
ど

れ
く
ら
い
の
応
募
が
あ
る
の
か
。

募
集
の
窓
口
を
出
張
所
等
も
含

め
市
内
に
も
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

答 答

答

答

問

問

問

問

問

問

総
括
質
疑

委
員
長

佐
々
木
直
光

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
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経
済
部
長

現
時
点
（
９
月
11
日
現

在
）
で
の
応
募
は
８
名
と
聞
い

て
い
る
。
市
民
に
対
す
る
求
人

情
報
に
つ
い
て
は
新
聞
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
予
定
し
て
い
る
。

　

成
田　

昭
司 
委
員

亀
ヶ
岡
遺
跡
、
田
小
屋
野

貝
塚
の
市
有
地
化
に
お
け
る
移

転
、
買
収
は
現
在
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。
最
終
年
度
は
い
つ
頃

と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
石

神
遺
跡
の
状
況
は
。

教
育
部
長

亀
ヶ
岡
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

取
得
面
積
15
筆
、
７
千
㎡
を
市

有
地
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
進
ん
で
い
る
。
田
小
屋
野
貝

塚
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
４
筆
、

約
２
千
８
０
０
㎡
を
予
定
し
地

権
者
と
交
渉
中
の
状
況
。
平
成

28
年
度
を
最
終
目
標
年
度
と
し

て
い
る
。

　

石
神
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
国

の
史
跡
指
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
、
調

査
結
果
の
報
告
書
を
取
り
ま
と

め
文
化
庁
へ
申
請
し
認
定
さ
れ

る
と
史
跡
指
定
を
受
け
ら
れ
、

市
有
地
化
を
進
め
る
場
合
に
補

助
が
採
択
と
な
る
。

議
案
第
81
号

平
成
25
年
度
つ
が
る
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
　

成
田　

昭
司 

委
員

介
護
認
定
さ
れ
た
場
合
す

ぐ
に
入
所
で
き
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長

今
年
度
、
29
床
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
３
棟
が
新
た
に
稼
働

し
、
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
（
県
の
事
業
）
も
市
内
で

60
床
増
床
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
待
機
者
は
減
っ
て
く
る

と
認
識
し
て
い
る
。

議
案
第
82
号

平
成
24
年
度
つ
が
る
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
の
件

木
村　

良
博 

委
員

民
生
費
雑
入
の
収
入
未
済

額
１
千
３
３
３
万
円
の
内
容
は
。

福
祉
部
長

生
活
保
護
の
受
給
者
が
収

入
が
あ
り
な
が
ら
申
告
し
な
か

っ
た
場
合
、
返
還
を
求
め
る
が
、

請
求
の
時
点
で
は
資
産
も
収
入

も
な
い
と
い
う
こ
と
で
返
済
さ

れ
な
か
っ
た
30
件
分
。
督
促
状

況
と
し
て
は
、
毎
年
督
促
状
を

発
送
す
る
ほ
か
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
電
話
で
催
告
し
た
り
訪

問
し
て
徴
収
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
受
給
中
の
方
に
関
し
て

は
、
窓
口
払
い
と
し
、
そ
の
際

に
少
額
ず
つ
で
も
返
済
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

成
田　

昭
司 
委
員

生
活
保
護
の
見
直
し
論
が

出
て
い
る
。
当
市
の
方
策
を
伺

い
た
い
。

福
祉
部
長

国
の
制
度
な
の
で
市
と
し

て
見
直
す
と
い
う
こ
と
は
な
い

と
言
え
る
が
、
受
給
者
を
減
ら

す
た
め
の
方
策
と
し
て
、
昨
年

度
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
Ｏ

Ｂ
を
雇
用
し
、
働
け
る
年
代
で

あ
り
な
が
ら
生
活
保
護
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
々
に
仕
事
の
紹

介
や
面
接
の
練
習
等
を
実
施
し

て
い
る
。
数
名
だ
が
就
職
し
保

護
を
離
れ
た
例
も
あ
り
、
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

長
谷
川　

徹 

委
員

経
営
体
育
成
対
策
事
業
の

申
込
数
と
認
定
数
及
び
当
初
、

市
に
配
分
さ
れ
た
金
額
は
。

経
済
部
次
長

24
年
度
に
つ
い
て
は
１
８

８
経
営
体
の
申
し
込
み
だ
っ
た

が
当
初
予
算
で
は
配
分
に
な
ら

な
か
っ
た
。
24
年
11
月
頃
、
追

加
配
分
の
要
望
調
査
（
25
年
度

春
作
業
分
）
が
あ
り
補
助
金
ベ

ー
ス
で
４
千
５
０
６
万
３
千
円

が
配
分
に
な
っ
た
。

木
村　

良
博 

委
員

委
員
長
の
許
可
を
得
、
関

連
質
問
と
し
て
経
営
体
育
成
支

援
事
業
の
25
年
度
分
に
つ
い
て

問
う
。

　

予
測
の
下
に
予
算
を
計
上
し

な
が
ら
採
択
基
準
に
届
か
ず
、

市
内
２
地
区
の
み
の
配
分
に
終

わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

経
済
部
長

ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る
採
択

で
あ
り
、
そ
の
要
件
と
し
て
５

項
目
が
つ
が
る
市
に
と
っ
て
不

利
な
内
容
に
変
更
と
な
っ
て
お

り
、
見
込
み
違
い
を
深
く
陳
謝

し
た
い
。

木
村　

良
博 

委
員

今
後
は
採
択
要
件
に
合
う

よ
う
農
家
を
指
導
し
た
り
、
不

採
択
時
に
は
相
談
に
乗
る
等
き

め
細
や
か
な
支
援
を
す
べ
き
。

併
せ
て
農
家
、
農
協
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
強

く
望
む
。

経
済
部
長

来
年
度
は
ご
指
摘
の
点
を

踏
ま
え
な
が
ら
進
め
、
ま
た
、

市
の
段
階
で
採
択
の
合
否
を
判

定
し
た
上
で
県
に
申
請
し
た
い
。

　

農
家
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
努
力
す
る
。

答

答

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

問
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議
案
第
84
号

平
成
24
年
度
つ
が
る
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

松
橋　

勝
利 
委
員

収
入
未
済
額
が
多
く
、

後
々
不
納
欠
損
額
の
増
加
に
つ

な
が
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

財
政
部
長

加
入
率
を
上
げ
る
ほ
か
、

現
年
分
の
滞
納
を
極
力
少
な
く

す
る
た
め
に
は
足
を
運
ぶ
し
か

な
い
と
痛
感
し
て
い
る
。

　

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応

答
を
お
伝
え
し
ま
す
。

議
案
第
67
号

つ
が
る
市
出
張
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
稲
垣
出
張
所
を
移
転
す
る
こ

と
に
よ
る
条
例
改
正
の
た
め
の

提
案
）長

谷
川　

徹 

委
員

稲
垣
出
張
所
の
移
転
先
で

あ
る
稲
垣
公
民
館
は
築
何
年
か
。

耐
震
基
準
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
が
、
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。稲

垣
出
張
所
長

築
37
年
余
り
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
築
で
、
耐
用
年
数

は
50
年
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

は
基
準
内
で
あ
り
、
目
視
だ
が

危
険
箇
所
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
必
要
に
応
じ
て
耐
震

調
査
を
含
め
考
え
た
い
。

佐
藤　

孝
志 

委
員

車
力
、
稲
垣
出
張
所
統
合

に
つ
い
て
そ
の
後
の
動
き
は
。

総
務
部
長

第
３
次
行
政
改
革
大
綱

（
平
成
27
年
度
以
降
５
年
間
に

つ
い
て
）
を
26
年
度
に
作
成
す

る
事
か
ら
、
そ
の
中
で
存
続
、

廃
止
、
統
合
に
つ
い
て
検
討
し

示
し
た
い
。

成
田　

博 

委
員

統
合
に
つ
い
て
地
元
住
民

の
声
も
聞
き
双
方
妥
協
で
き
る

よ
う
な
話
し
合
い
の
場
を
設
け

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

提
案
を
検
討
し
た
い
。
た

だ
、
行
政
改
革
プ
ラ
ン
は
全
体

構
想
が
あ
っ
て
の
計
画
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
整
理
し
た
上
で
機

会
が
あ
れ
ば
進
め
た
い
。

議
案
第
68
号

つ
が
る
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
法
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
項
整
備
の
必
要
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
る
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
の
提
案
）

成
田　

博 

委
員

公
的
年
金
の
特
別
徴
収
の

対
象
者
数
と
金
額
は
。

税
務
課
長

平
成
25
年
度
当
初
調
定
に

お
い
て
、
対
象
者
は
１
千
８
８

１
人
、
金
額
は
２
千
２
２
２
万

６
千
７
９
２
円
と
な
る
。

議
案
第
70
号

つ
が
る
市
督
促
手
数
料
及
び
延

滞
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（
市
税
外
収
入
金
に
か
か
る
延

滞
金
の
端
数
計
算
に
地
方
税
法

に
規
定
す
る
金
額
を
適
用
す
る

ほ
か
、
延
滞
金
の
割
合
に
特
例

措
置
を
講
ず
る
た
め
、
条
例
の

一
部
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
提
案
）

長
谷
川　

徹 

委
員

昨
年
度
の
市
税
の
延
滞
金

徴
収
件
数
と
金
額
は
。
ま
た
、

そ
の
改
正
に
よ
る
金
額
の
増
減

は
。

収
納
課
長

平
成
24
年
度
普
通
税
に
か

か
る
延
滞
金
の
件
数
は
７
０
１

件
、
金
額
は
９
８
８
万
３
千
６

４
４
円
で
昨
年
度
よ
り
３
１
７

万
４
千
２
２
９
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
の
改
正
の
率

で
計
算
す
る
と
延
滞
金
徴
収
金

額
は
６
２
９
万
５
千
７
４
５
円

と
な
り
、
３
５
８
万
７
千
８
９

９
円
少
な
く
な
る
。

議
案
第
69
号

つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
法
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
項
整
備
の
必
要
が
生
じ

た
事
に
よ
る
所
要
の
改
正
を
行

う
た
め
の
提
案
）

白
戸　

勝
茂 

委
員

公
社
債
、
株
式
譲
渡
の
所

得
に
つ
い
て
前
年
度
の
申
告
件

数
と
金
額
は
。

民
生
部
長

公
社
債
に
つ
い
て
は
非
課

税
の
た
め
市
に
お
い
て
は
内
容

は
不
明
。
株
式
譲
渡
所
得
に
つ

い
て
は
、
申
告
数
が
10
件
、
所

得
金
額
は
４
１
５
万
７
千
９
７

８
円
。
内
、
国
保
被
保
険
者
の

申
告
数
は
４
件
で
、
３
６
２
万

５
千
７
０
５
円
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
76
号

つ
が
る
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
つ
が
る
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
の
組
織
、

会
議
等
に
つ
い
て
定
め
る
た
め

の
提
案
）

伊
藤　

良
二 

委
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

答

答

答

答

答答

答

問

問

問

問問

問

問

問

委
員
長

野
呂　
　

司

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

村
上　

秀
徳

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
会
の
審
査
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９
月
17
日
、
経
済
常
任
委
員
会
と
建
設
常
任
委
員
会
は
市

長
、
議
長
と
共
に
大
型
台
風
18
号
の
接
近
に
よ
る
岩
木
川
の

増
水
で
冠
水
し
た
リ
ン
ゴ
園
や
水
田
を
視
察
し
農
家
の
方
々

の
声
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
20
日
に
は
経
済
常
任
委

員
長
か
ら
執
行
部
へ
全
議
員
に
対
す
る
現
状
の
説
明
要
求
を

行
い
、
議
会
終
了
後
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
20
日
現
在
の

被
害
額
や
対
応
策
に
つ
い
て
た
だ
し
、
農
家
の
声
を
伝
え
ま

し
た
。
市
長
か
ら
は
他
市
町
村
、
県
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
調

査
、
対
応
を
し
て
い
く
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
逐
次
、
調
査
報
告
や
対
策
方
針
を
聴
取
し
な
が
ら
農
家

の
要
望
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
致
し
ま
す
。

　　　　　　　　 第６回つがる市議会改革検討特別委員会会議の結果を報告します。
　【平成25年９月５日開催】

１ 　議長交際費について
　　ホームページに掲載した平成25年４月～６月分の内容を報告した。
　　※交際費は３カ月ごとに掲載する。
２ 　税納付状況報告の閲覧請求について
　　閲覧請求者数　５人
３ 　青森県内の議会改革状況について
　　県内９市議会の現状をふまえ、ホームページでの会議録公開を協議・決定した。

台
風
18
号

大
雨
の
被
害
大
き
く

大
雨
の
被
害
大
き
く

大
雨
の
被
害
大
き
く

大
雨
の
被
害
大
き
く

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

　
　心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　10月７日、青森市において
開催された青森県市議会議員
研修会に参加。
　研修内容は当市議会でも取
り組んでいる議会改革につい
てであり、明治大学政治経済
学部の牛山久仁彦教授の講演
を拝聴しました。

　去る９月15日に開催されたゆ
るキャラ相撲大会（名誉会長
福島市長）は広報紙等でも紹介

されたとおり、雨天にも関わらずおおいに盛り上がりました。
この大会のスタッフとして当市議会議員も加わっていました。
ビラ配りやポスター貼りから会場づくり、当日のゆるキャラ力
士の誘導、後片付けまで、まさに手作りのイベントにボランテ
ィアで参加。議員からは「ゼロからのスタートだっただけに苦
労も多かったが達成感も大きい」という声が聞かれました。子
どもたちをはじめ観覧者に夢と喜びをプレゼントし、地域の活
性化にも貢献したイベントとなりました。

賞
状
を
受
け
取
る

つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん

が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
む

ア
ッ
プ
リ
ー
ト
君
と
つ
る
り
ん

  議会改革
レポート
  議会改革
レポート

  議員研修会
で学ぶ
  議員研修会
で学ぶ

  第１回
ゆるキャラ相撲大会  第１回
ゆるキャラ相撲大会
スタッフでがんば

りました！
スタッフでがんば

りました！

と
の
こ
と
だ
が
ど
の
よ
う
な
も

の
が
含
ま
れ
る
の
か
。

福
祉
部
長

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

人
に
感
染
す
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
サ
ー
ズ
等
で
あ
る
が
今

後
、
広
範
囲
に
流
行
す
る
新
た

な
感
染
症
等
も
想
定
し
て
い
る
。

議
案
第
72
号

つ
が
る
市
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使

用
料
、
公
共
下
水
道
使
用
料
及

び
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
に
係
る
延
滞
金
の
端

数
計
算
に
地
方
税
法
に
規
定
す

る
金
額
を
適
用
す
る
ほ
か
、
延

滞
金
の
割
合
に
特
例
措
置
を
講

ず
る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正

を
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
る
提
案
）

成
田　

昭
司 

委
員

未
納
金
徴
収
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

下
水
道
課
長

口
座
振
替
に
な
ら
な
か
っ

た
場
合
、
納
入
通
知
書
を
添
付

し
て
振
替
不
能
を
お
知
ら
せ
し
、

支
払
い
の
な
い
場
合
は
督
促
状

を
発
送
後
、
未
納
者
の
自
宅
へ

出
向
い
て
い
る
。
基
本
的
に
は

収
納
課
で
徴
収
、
管
理
し
て
い

る
が
、
出
来
る
限
り
下
水
道
課

も
同
行
し
徴
収
に
努
め
て
い
る
。

議
案
第
73
号

つ
が
る
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
道
路
占
用
料
に
係
る
延
滞
金

の
割
合
に
特
例
措
置
を
講
ず
る

た
め
条
例
の
一
部
改
正
の
必
要

が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
提
案
）

三
上　

洋 

委
員

第
72
号
条
例
と
延
滞
金
の

税
率
が
違
う
理
由
は
。

建
設
部
長

道
路
法
施
行
令
で
規
定
さ

れ
て
お
り
、
本
条
例
に
は
そ
れ

に
基
づ
い
た
税
率
を
用
い
て
い

る
。

議
案
第
74
号

つ
が
る
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
市
営
住
宅
使
用
料
に
係
る
督

促
手
数
料
及
び
延
滞
金
に
関
す

る
条
項
を
廃
止
す
る
た
め
の
提

案
）

長
谷
川　

榮
子 

委
員

住
宅
使
用
料
の
収
納
率
は
。

建
設
部
長

平
成
24
年
度
分
に
つ
い
て

は
96
・
25
％
、
滞
納
繰
り
越
し

分
は
15
・
82
％
、
総
額
で
は

81
・
96
％
と
な
っ
て
い
る
。

　　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
そ
の

他
と
し
て
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
執

行
部
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
員
説
明
会
に
お
い
て
報
告

さ
れ
た
が
、
無
届
け
下
水
道
工

事
が
多
数
発
覚
し
、
更
に
職
員

の
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
漏
れ
に

伴
う
未
請
求
も
判
明
し
て
い
る
。

下
水
道
事
業
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
も
、
指
定
業
者
、
職
員

双
方
の
処
分
に
つ
い
て
早
急
に

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

答

　

平
成
25
年
８
月
６
日
、
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
次
の
２

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
65
号

平
成
25
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳　

入　

４
５
４
万
円

　
　

過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
交
付
金　
　

４
５
０
万
円

　
　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
円

　

歳　

出　

４
５
４
万
円　

　
　

過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
事
業　
　
　

４
５
４
万
円

議
案
第
66
号

工
事
の
請
負
契
約
の
件

　

集
出
荷
氷
温
貯
蔵
施
設
建
設
工
事

　

・
建
設
場
所　
　
　

つ
が
る
市
車
力
町
屏
風
山
地
内　

　

・
請
負
代
金　
　
　

４
億
２
千
万
円
（
消
費
税
込
み
）

　

・
契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
伊
藤
鉱
業

・
胃
ガ
ン
撲
滅
検
診
（
ピ
ロ
リ
菌
検
診
）
に
つ
い
て

　

８
月
７
日　

 

秋
田
県 

北
秋
田
市
議
会　

１
名

・
各
種
収
納
金
の
徴
収
体
制
一
元
化
に
つ
い
て

　

10
月
17
日　

岩
手
県 

紫
波
町
議
会　

８
名

行
政
視
察
来
庁

可
決
内
容 集

出
荷
氷
温
貯
蔵
施
設
建
設
工
事

請
負
契
約
ほ
か
を
審
議

第２回
臨時会

答問

問

問

答

答

委
員
長

木
村　

良
博

建
設
常
任
委
員
会

そ
の
他
の
意
見
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９
月
17
日
、
経
済
常
任
委
員
会
と
建
設
常
任
委
員
会
は
市

長
、
議
長
と
共
に
大
型
台
風
18
号
の
接
近
に
よ
る
岩
木
川
の

増
水
で
冠
水
し
た
リ
ン
ゴ
園
や
水
田
を
視
察
し
農
家
の
方
々

の
声
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
20
日
に
は
経
済
常
任
委

員
長
か
ら
執
行
部
へ
全
議
員
に
対
す
る
現
状
の
説
明
要
求
を

行
い
、
議
会
終
了
後
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
20
日
現
在
の

被
害
額
や
対
応
策
に
つ
い
て
た
だ
し
、
農
家
の
声
を
伝
え
ま

し
た
。
市
長
か
ら
は
他
市
町
村
、
県
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
調

査
、
対
応
を
し
て
い
く
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
逐
次
、
調
査
報
告
や
対
策
方
針
を
聴
取
し
な
が
ら
農
家

の
要
望
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
致
し
ま
す
。

　　　　　　　　 第６回つがる市議会改革検討特別委員会会議の結果を報告します。
　【平成25年９月５日開催】

１ 　議長交際費について
　　ホームページに掲載した平成25年４月～６月分の内容を報告した。
　　※交際費は３カ月ごとに掲載する。
２ 　税納付状況報告の閲覧請求について
　　閲覧請求者数　５人
３ 　青森県内の議会改革状況について
　　県内９市議会の現状をふまえ、ホームページでの会議録公開を協議・決定した。

台
風
18
号

大
雨
の
被
害
大
き
く

大
雨
の
被
害
大
き
く

大
雨
の
被
害
大
き
く

大
雨
の
被
害
大
き
く

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

　
　心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　10月７日、青森市において
開催された青森県市議会議員
研修会に参加。
　研修内容は当市議会でも取
り組んでいる議会改革につい
てであり、明治大学政治経済
学部の牛山久仁彦教授の講演
を拝聴しました。

　去る９月15日に開催されたゆ
るキャラ相撲大会（名誉会長
福島市長）は広報紙等でも紹介

されたとおり、雨天にも関わらずおおいに盛り上がりました。
この大会のスタッフとして当市議会議員も加わっていました。
ビラ配りやポスター貼りから会場づくり、当日のゆるキャラ力
士の誘導、後片付けまで、まさに手作りのイベントにボランテ
ィアで参加。議員からは「ゼロからのスタートだっただけに苦
労も多かったが達成感も大きい」という声が聞かれました。子
どもたちをはじめ観覧者に夢と喜びをプレゼントし、地域の活
性化にも貢献したイベントとなりました。

賞
状
を
受
け
取
る

つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん

が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
む

ア
ッ
プ
リ
ー
ト
君
と
つ
る
り
ん

  議会改革
レポート
  議会改革
レポート

  議員研修会
で学ぶ
  議員研修会
で学ぶ

  第１回
ゆるキャラ相撲大会  第１回
ゆるキャラ相撲大会
スタッフでがんば

りました！
スタッフでがんば

りました！
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８月１日 柏福祉まつり・桑寿園まつり
２日 首都圏トップセールス〔３日まで〕
３日 チェスボローカップウェルカムパーティー
６日 平成25年第２回つがる市議会臨時会
７日 行政視察来庁　北秋田市議会
10日 メロン・スイカフェスティバル
15日 つがる市成人式
17日 ＪＯＭＯＮ亀ヶ岡遺跡まつり、かしわ盆踊り

19日 つがる市ボランティア連絡協議会「車いす体験活動」
津軽道シンポジウム

31日 上原げんと先生を偲ぶ会・上原げんと杯争奪のど自慢大会
９月１日 馬市まつり馬ねぶたパレード・新田火まつり

３日 つがる市福祉顕彰式、議会運営委員会
４日 青森県母子寡婦福祉大会
５日 議会改革検討特別委員会
６日 平成25年第３回つがる市議会定例会開会
８日 自殺予防講演会
９日 定例会一般質問〔10日まで〕
11日 予算・決算特別委員会〔13日まで〕
17日 総務常任委員会・建設常任委員会
18日 教育民生常任委員会
19日 車力集出荷氷温貯蔵施設建設工事安全祈願祭

20日 平成25年第３回市議会定例会閉会
秋の全国交通安全運動つがる市交通安全のつどい

24日 誘致企業基本協定調印式
28日 津軽まほろば会定期総会

10月７日 青森県市議会議長会議員研修会
12日 つがる市社会福祉大会
15日 米陸軍車力通信所Ｘバンドレーダー視察
16日 全国市議会議長会基地協議会東北部会ブロック会議
17日 行政視察来庁　岩手県紫波町議会
22日 議会改革検討特別委員会
23日 総務常任委員会・教育民生常任委員会行政視察〔25日まで〕
28日 議会改革検討特別委員会行政視察〔29日まで〕
31日 東北議長会理事会

これまでの議会の活動の一部を紹介します（議長・副議長・議員団）

　

ひ
と
昔
前
は
、
雨
が
降
れ
ば
恵
み

の
雨
で
、
気
持
ち
よ
く
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
最
近
の
雨
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
と
称
し
て
全
国
的
に
観
測
史
上

最
大
の
降
雨
量
を
も
た
ら
し
、
洪
水

や
土
砂
災
害
、
家
屋
浸
水
に
よ
り
生

活
を
脅
か
し
て
お
り
ま
す
。

　

畑
に
行
く
と
気
の
せ
い
か
、
ひ
と

昔
前
に
生
え
て
い
た
草
花
が
少
な
く
、

あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
草
花
が
畑
一
杯

に
広
が
り
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
は
ア

ラ
イ
グ
マ
も
増
え
農
作
物
に
被
害
を

与
え
て
お
り
ま
す
。
溜
池
で
は
昔
よ

く
捕
れ
た
エ
ビ
や
フ
ナ
が
姿
を
消
し

て
、
雷
魚
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
が

目
立
ち
ま
す
。
ど
こ
も
か
し
こ
も
外

来
種
が
席
巻
し
、
な
に
か
今
の
時
代

を
現
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
同
じ
よ

う
な
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
事
を
祈

り
ま
す
。

（
木
村
記
）

　

７
月
31
日
、
姉
妹
都
市
交
流

で
当
市
に
滞
在
中
の
米
国
バ
ス

市
民
と
白
老
町
の
小
学
生
が
議

場
を
見
学
し
ま
し
た
。
バ
ス
市

民
は
活
発
に
質
問
し
、
ま
た
、

白
老
町
の
小
学
生
は
議
長
席
か

ら
の
眺
め
を
楽
し
む
な
ど
非
日

常
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

■
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
委
員
長　

野
呂　
　

司

　
副
委
員
長　

佐
々
木
直
光

　
委　
　

員　

木
村　

良
博

　
委　
　

員　

長
谷
川　

徹

　
委　
　

員　

小
笠
原　

忍

　
委　
　

員　

村
上　

秀
徳

　
委　
　

員　

佐
々
木
慶
和

　
委　
　

員　

平
川　
　

豊

　
委　
　

員　

齊
藤　

幸
洋

　
委　
　

員　

伊
藤　

良
二

白老町からの子ども達６名 議場を見学するバス市のみなさん

8/19 車いす体験活動

9/1 馬市まつり馬ねぶたパレード

中学生をはじめとする参加者が議場をチェッ
ク。山本議長、小笠原議員も参加しました。

今年も天候に恵まれ大いに賑わいました。
議員団も盛り上げに一役買いました。

編

集

後

記

今
年
も
姉
妹
都
市
と
交
流

《次回定例会予定》12月

議会を傍聴してみませんか
　どなたでも傍聴できます。お気軽に
お越しください。（庁舎３階議会傍聴
者入口で、傍聴証に住所、氏名、年齢
をご記入ください）
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